
4

➡

地
震
発
生
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ク
イ
ズ
が
で
き
る
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
展
示

いわき震災伝承みらい館

学
べ
る
ト
ラ
ベ

品
の
数
々
を
見
な
が
ら
当
時
を
振

り
返
っ
た
。
見
上
げ
る
と
、
大
型

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
は
押
し
寄
せ
る

津
波
の
映
像
。
発
災
直
後
の
〝
惨

劇
〟
が
眼
前
に
あ
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
百
人

以
上
が
犠
牲
と
な
り
、
市
内
で
も

最
大
の
被
害
地
域
の
一
つ
と
な
っ

た
薄
磯
地
区
に
建
つ
「
い
わ
き
震

災
伝
承
み
ら
い
館
」。
地
元
住
民

だ
け
で
な
く
、
関
東
圏
な
ど
県
外

か
ら
も
来
館
者
が
訪
れ
る
。
掲
げ

る
の
は
「
記
憶
の
記
録
化
、
記
録

の
記
憶
化
」
だ
。

同
館
は
、
震
災
の
記
憶
や
教
訓

を
風
化
さ
せ
ず
、
後
世
に
伝
え
て

い
こ
う
と
、
令
和
二
年
五
月
に
開

館
。
立
地
は
、高
さ
八
・
五
一
メ
ー

ト
ル
に
達
し
た
大
津
波
で
被
災
し

た
旧
・
豊
間
中
の
敷
地
と
も
重
な

る
。昨

年
六
月
現
在
、
保
存
し
て
い

る
資
料
は
現
物
と
、
動
画
な
ど
を

含
め
た
デ
ジ
タ
ル
の
計
約
七
万

点
。
こ
の
う
ち
約
七
千
点
を
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
、
同
館
Ｈ

Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
。

館
内
の
展
示
室
に
入
る
と
、
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
二
〇
〇

イ
ン
チ
の
巨
大
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
。

03「
東
日
本
大
震
災
の
発
生
当
時

は
小
学
生
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ク

ラ
ス
に
福
島
か
ら
避
難
し
て
き
た

子
が
転
校
し
て
き
た
ん
で
す
。
そ

ん
な
事
が
あ
っ
た
の
に
、
今
ま
で

震
災
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
大
学
を
卒
業

す
る
前
に
、
ち
ゃ
ん
と
震
災
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
思
っ
て
」

埼
玉
県
か
ら
訪
れ
た
大
学
四
年

の
女
子
学
生
（
二
一
）
は
、
展
示

直
後
の
惨
劇
目
前
に
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井戸沢断層のはぎ取り標本

平成23年4月11日の
福島県浜通り地震で
段差が生じた田人町
の一角を掘り下げ、
断層が出現した部分
を掘り出した標本。
縦約3ｍ、横約2ｍ。
いわきの震災は、東
日本大震災だけでは
ない。

➡

旧
・
豊
間
中
で
津
波
被
害
に
遭

い
な
が
ら
も
、
音
色
を
取
り
戻
し
た

「
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
」

➡

巨
大
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
旧
・
豊
間
中
の
黒
板
な
ど
が
目
を
引

く
展
示
室
。
壁
面
の
パ
ネ
ル
な
ど
が
詳
細
な
情
報
を
伝
え
る

東日本大震災で甚大な被害を受けた薄
磯地区に建つ同館

■住所＝いわき市平薄磯三丁目11
■休館日＝毎週月曜日
 （祝日の場合は翌平日）、年末年始
■開館時間＝9:00～17:00
　　　　　　（入館は16:30まで）
■入館料＝無料
■電話＝0246－38－4894

いわき震災伝承みらい館データ

秘蔵品

いわき再発見シリーズ⓱

動
画
な
ど
含
め
７
万
点

黒
板
前
に
〝
奇
跡
の
ピ
ア
ノ
〟

本
市
を
襲
っ
た
大
津
波
、
復
旧
・

復
興
の
様
子
が
約
十
分
間
に
わ

た
っ
て
連
続
上
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
真
下
に
は
、
卒
業
式
当
日

に
津
波
被
害
に
あ
っ
た
旧
・
豊
間

中
の
黒
板
。
卒
業
生
た
ち
の
寄
せ

書
き
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
震
災

の
悲
惨
さ
を
対
照
的
に
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。
黒
板
前
に
は
、
同
校

で
津
波
被
害
に
遭
い
な
が
ら
も
、

音
色
を
取
り
戻
し
た
「
奇
跡
の
ピ

ア
ノ
」。

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
、
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て
伝
え
る
の
は
、

壁
面
の
パ
ネ
ル
展
示
。
薄
磯
地
区

を
見
渡
せ
る
二
階
の
展
望
デ
ッ
キ

な
ど
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
い
わ
き
語
り
部
の

会
が
土
・
日
曜
を
中
心
に
定
期
講

話
を
行
っ
て
い
る
。
講
話
に
合
わ

せ
て
訪
れ
る
人
も
多
い
と
い
う
。

来
館
者
数
は
、
昨
年
十
二
月
に

六
万
人
を
突
破
し
た
。

防
災
意
識
を
高
め
る
の
も
、
同

館
の
大
切
な
役
割
。
千
葉
県
か
ら

訪
れ
た
男
性
（
五
〇
）
は
「
自
宅

が
海
沿
い
に
あ
る
の
で
、
他
人
事

で
は
な
い
。
災
害
が
発
生
し
た
時

に
ど
う
行
動
す
べ
き
か
、
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

震
災
の
発
生
時
、
薄
磯
海
岸
は

地
獄
絵
図
と
化
し
た
。
一
方
、
今

年
の
元
旦
、
同
海
岸
に
は
県
内
外

か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
、
水

平
線
か
ら
昇
る
美
し
い
初
日
の
出

を
眺
め
た
。
三
月
十
一
日
で
、
発

災
か
ら
丸
十
二
年
。
ふ
と
忘
れ
そ

う
に
な
る
が
、
同
館
を
訪
れ
、
あ

の
日
、
あ
の
時
、
何
が
あ
っ
た
か
、

改
め
て
思
い
出
し
て
み
た
い
。（

鷹
）

■ 本店営業時間AM8:00～PM4:00（年中無休）
https://www.kaneman.net/


